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審  査  総  評 
平成２５年１０月１８日 

審査委員長  山田 優 

 

リサイクル技術開発本多賞は、廃棄物リサイクル分野に長年携わってこられた故本多淳裕先生

（元･大阪市立大学工学部教授、元(財)クリーン・ジャパン・センター参与）によって、リサイクル関連

開発に従事する研究者・技術者等へ研究奨励する制度として、1996 年度（平成 8 年度）に創設され

ました。本年度で 18 回目の表彰式となり、これまでリサイクル技術面で非常に大きな貢献を果たし

てきています。今年度は、全部で８件、 個人４人と 4 つのグループの応募をいただきました。審査

委員会での厳正な審査の結果、下記の２つの研究について研究者を表彰するとの結論にいたりま

した。 

審査結果についてご紹介いたします。 

 

１．研究報文 

 

Study on Effective Recycling System of Waste Textiles based on Colour 

廃棄衣料を色分別により効率的にリサイクルするシステムの研究 

 

（グループ代表） 

木村 照夫 氏   京都工芸繊維大学大学院 先端ファイブロ科学部門 

 

当該研究者らは長年に渡り、一貫して繊維リサイクルに取り組んでこられました。今回色彩を考慮し

た分別によるリサイクルというテーマで研究されたことは、ユニークな取り組みであります。今後の

市場化に際してはまだいくつかの課題が残っていると思われますが、引き続き取り組まれて、色分

別という現実的な手法を活かして実用化に結び付けていただくことを期待しています。 

 

 

２．研究報文 

 

木質系バイオマス由来のタールを用いた電子基板の可溶化と貴金属・レアメタルの回収 

 

加茂 徹 氏    独立行政法人産業技術総合研究所 環境管理技術研究部門 

吸着分解研究グループ 

 

当該研究者は長年に渡り、貴金属を含む電子基板を溶解して、貴金属分と樹脂分を分離してリサ

イクルする分野に取り組んでこられました。本研究では環境負荷の少ないバイオマス由来の溶媒を

使用して、貴金属と樹脂分を同時にリサイクルするもので、実績も十分にあり優れた研究として高く

評価しました。  

 

いずれの研究内容とその取り組み姿勢については、敬意を表し高く評価いたします。さらに今後

も３R 技術開発と実現への研究に取り組まれて、３Ｒの普及と進展に大きく貢献されることを期待し

ています。 

 

応募された皆様に対しても、今後も３Ｒの技術開発に関して、優れた研究または実効性のある技

術開発に取り組んでいただき、持続可能な社会形成のために活躍されることをお願いいたします。 

  



 

 

 

概要 

現在、我

経済的な

要因とし

た、繊維

常に困難

衣料を混

限られて

のループ

目した用

について

て考察し

らかにな

組み合わ

好感度を

しての使

生まれた

けられる

 

発表誌：

 

 

 

研究報文

Study on 
廃棄衣料

（グループ

木村 照夫

我が国におけ

なリサイクル

しては、一般に

維が廃棄され

難にしている

混在して反毛

ている。そこで

プ「カラーリサ

用途展開を目

て、合せて10

した。その結

なり、種々の色

わせで分別回

を持つことが

使用の可能性

た起源など様

る。 

Proceedin

文 

Effective R
を色分別に

プ代表）  

夫 氏  京

ける廃棄衣料

ル用途が見い

に使われてい

れる時には識

る。さらに繊維

毛化することに

で本論文では

サイクルシス

目指すことに

00人強の大

果、好感度の

色の廃棄衣

回収した混色

が明らかになっ

性も示唆され

様々な要因で

ngs of the T

 

Recycling S
により効率的

京都工芸繊維

料のリサイクル

いだせないため

いる素材はさ

識別のタグが褪

維廃材を反毛

によって反毛

は従来のリサ

テム」を提案

した。具体的

学生及び大

の高い色の組

料を色相にお

色廃棄衣料か

った。得られ

れた。ただし混

で結果が異な

TRS 2012(T

- 3 - 

System of 
的にリサイク

維大学大学

ル率は２０％

めと言われて

さまざまで、複

褪せたり消失

毛化（わた化

毛色は一般に

サイクルルー

案し、廃棄衣料

的には廃棄衣

大学院生によ

組み合わせ

おいてはマン

から作成され

れた結果は反

混色の官能検

なってくるので

The 41st Te

Waste Tex
クルするシス

学院 先端フ

％程度にとどま

ている。また

複雑に混繊

失している場

）して再利用

に暗いグレイ

ープに接して、

料を色の観点

衣料を色分別

る男女別の

と好感度の低

ンセル色相環

れた反毛はど

反毛のみなら

検査では、対

で、本研究は

extile Rese

xtiles base
ステムの研究

ファイブロ科

まっている。

繊維リサイク

・混紡されて

場合が多く、素

用する場合に

イッシュな色と

、色によって

点から分別し

別する場合の

官能検査と測

低い組み合わ

環における内

どの組み合わ

ず廃棄衣料

対象者の感覚

はその事例の

arch Symp

ed on Colou
究 

科学部門 

その大きな理

クル率を低く

ている場合も

素材別分別作

においても多く

となり、その用

てリサイクルを

して、繊維の

の有効な組み

測色を行うこ

わせがあるこ

内角８５°以内

わせにおいて

料を粉体化して

覚が、その世

のひとつとして

posium)  

ur 

理由は

くしている

多い。ま

作業を非

くの廃棄

用途が

を行う別

の色に着

み合わせ

ことによっ

ことが明

内での

ても高い

て顔料と

世代や国、

て位置付



 

 

 

概要 

電気電子

のプリン

性樹脂が

ん粉砕あ

の材料と

大なエネ

に爆発の

の研究、

アルコー

は至って

主原料と

た。  

受賞者は

液体生成

完全に可

すると、ク

中でも可

化してエ

有機系廃

しかも高

 

発表誌：

 

図１

 

 

研究報文

木質系バ

貴金属・レ

加茂 徹 

子機器のプリ

ント基板の材料

が多用されて

あるいは焼却

としての優れ

ネルギーが必

の危険性が伴

、技術開発に

ール中で可溶

ていない。受

として、エポキ

は、杉とクレゾ

成物から軽質

可溶化され、

クレゾール誘

可溶化できる

エタノールを製

廃棄物やエポ

高価な高圧装

 プラスチッ

１．エポキシ基

文 

イオマス由

レアメタルの

氏   独立

吸着

リント基板に

料としては、

ている。このプ

却してから分

れた性質であ

必要となり、粉

伴う。受賞者

に取り組んで

溶化されること

賞者は、エポ

キシ基板類を

ゾール混合溶

質留分を除い

金属類を容

誘導体を主生

ることを確認し

製造する際に

ポキジ基板か

装置は不要で

ック, 工業調査

基板の可溶

来のタール

の回収 

立行政法人

着分解研究

は貴金属や

丈夫で電気

プリント基板

分離回収する

る丈夫さや耐

粉砕時には金

者らは 1990 年

できた。一般に

とは既に知ら

ポキシ樹脂や

を可溶化し、

溶媒に極微量

いた重質ター

容易に回収で

生成物とする

した。リグニン

に排出される

から循環溶媒

であり、可溶化

査会, 61(1), 

化機構   

- 4 - 

ルを用いた電

産業技術総

グループ

やレアメタルを

気伝導度が低

板から貴金属

ことが多く行

耐熱性が回

金属とプラス

年代半ばより

に電子機器に

られているが

や木質系バイ

貴金属やレ

量の硫酸を添

ールに電子基

できることを見

る液体生成物

ンは製紙産業

る廃棄物から

媒を製造する

化法の経済性

2010,146-1

        

電子基板の

総合研究所

を多く使用して

低い性質を持

やレアメタル

行われている

収を困難にし

スチックが混合

り、溶媒中で

に使用されて

が、溶媒を別

イオマスに含

レアメタルを含

添加し、大気

基板を入れ、

見出した。また

物が得られ、エ

業にて多量に

ら容易に得る

るので外部か

性を飛躍的に

50 

   図２．

可溶化と 

所 環境管理

ている部品が

持つエポキシ樹

ルを回収する

。しかしこの

している。つ

合した微粉砕

試料を分解

ているエポキ

途購入する必

含まれるリグニ

含む素子の分

気圧下 200℃

300℃で加熱

た、この可溶

エポキシ基板

に廃棄される

ことができる

から溶媒を購

に高めること

可溶化された

理技術研究部

が使われてい

樹脂などの熱

る場合、基板を

の時に熱硬化

つまり分離回収

砕物が発生す

するソルボリ

キシ基板は、ベ

必要があり実

ニン等を循環

分離回収に成

℃で液化して

熱処理すると

溶化生成物を

板がこの液体

る黒液や、木

る。本法では

購入する必要

とに成功した

た電子基板 

部門 

いる。そ

熱硬化

をいった

化性樹脂

収に多

するため

リシス法

ベンジル

実用化に

環溶媒の

成功し

得られた

と基板は

を熱分解

体生成物

木材を糖

は、安価な

は無く、

。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一般社団法人産業環境管理協会 

一般社団法人産業環境管理協会は、昭和３７年の設立以来、公害防止管理者等国家試験の

実施、ＥＭＳ審査員資格登録事業の推進、ＬＣＡ、環境ラベル等環境マネジメント手法の普及促

進、エコプロダクツ展の開催等多様な事業に取り組んでいます。 

平成２４年度からは財団法人クリーン・ジャパン・センターの事業を統合し、環境管理に関する

総合団体として事業を展開しています。旧財団法人クリーン・ジャパン・センターの業務は、当協

会資源・リサイクル促進センターが継承して運営しています。 
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